
 (様式１)
国際研究協力ジャパントラスト事業海外研究者招へい受入機関誓約書
国際研究協力ジャパントラスト事業　実施機関

国立研究開発法人情報通信研究機構
　理事長　徳田 英幸　殿

　私、　○○株式会社　　　　○○○は、国際研究協力ジャパントラスト事業により招へいされる研究者　Ｄｒ．○○○　　を受入れるにあたり、誠意をつくすこと及び次の事項を遵守することを誓約いたします。

１．研究テーマ及び研究内容並びに招へい期間は別紙１のとおりとし、別紙２に記載された招へい研究者に対する渡航費等の給費条件及び支給方法については異議を唱えません。

２．研究日程等に変更を要する事態が発生した場合には、招へい研究者と協議の上、速やかに国立研究開発法人情報通信研究機構(以下「機構」という。)に通報するとともに、研究計画変更申請書(機構が軽微な変更と認める場合を除く。)を提出し、その指導･指示に従います。
３．来日までの招へい研究者との連絡調整、空港への送迎、宿舎確保への支援については責任をもってこれを行います。

４．招へい研究者の来日後、招へい研究者と話し合って研究実施計画書を作成し、来日後約１週間以内に機構に提出します。
５．招へい期間中に招へいに関し問題が生じた場合は、招へい研究者と誠実に協議し問題の解決に努めるとともに必要と認められる場合には機構に連絡してその指示に従います。

６．招へい研究者との共同研究により得られた研究成果の取り扱い(特許出願等)については、招へい研究者との間で協議の上、決定いたします。

７．招へい研究者の帰国前に、招へい事業者から研究報告書を徴した上、受入機関研究結果報告書を機構に提出いたします。研究結果報告書の発表等の取り扱いは、機構と協議の上、決定いたします。
　　　　　
　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　○○株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　　　　　　　
別紙１

１．研究テーマ及び内容
　(１)研究テーマ
　(２)研究内容
２．招へい期間

　　○○日間　(　　年　　月　　日から　　年　　月　　日予定)
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